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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡ三次ちゃぐりんキッズクラブ      ＪＡ名 ＪＡ三次（広島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 農業の近代化が進み、子どもたちが土になじみ家畜とふれあう機会もなく、ふ

るさとの大切さや、命の大切さを学ぶ場所がなくなったこと等の社会的背景より、

家の光協会からの次世代対策実施要請を受け、平成１３年度全国のモデルＪＡと

して、２支店で立ち上げました。また、平成１４年度から小中学校が完全週休２

日制となり、土曜日の過ごし方が課題となった事などから、継続して支店の地域

活動として、ちゃぐりんキッズクラブを広めていきました。 

２ 概要  地域の小学校や自治会組織、ＪＡ女性部・農青連等と連携を行い、支店を中心

とした、地域の特色ある食農教育活動を展開しています。 

 カリキュラムの基本としては、農産物の種まき・植付けから、収穫・加工まで

とし、支店によっては販売まで行っております。 

 主に米づくりが主体で小学校の総合学習の時間を活用していますが、その他、

さつま芋・大豆・そば・小麦・山の芋など、地域の特産物を育てながら、地域の

歴史や風土を学ぶ取組も行っています。 

３ 成果 

（効果） 

 地域の小学校と連携をする中で、行政とも食育（食農）に対する意識の共有が

でき、毎年合同会議を開催しています。 

 また、ＪＡ三次管内での参加者数は会場数ともに増え、地域の活動としてなく

てはならない活動に定着してきています。 

     「ちゃぐりんキッズクラブの参加者数推移」（述べ人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 現在は小学生を対象とした活動が中心的であるので、幼児や中高生、保護者 

を対象とした食農教育を企画提案していきたいと思います。 

 

 

  


